














のように、錠前の微かで確かな音を聞き取り他人の夢に踏み込む。扉もいつでも現れ わけ はないだろう。夢は入り口のない個室のようなものかもしれない。絶妙なタイミング 壁のどこかのまさにその場所に触れたら指先に鍵穴がみえるような幸運な偶然 ひとつを、感度のよいソナーのような声の作家は見逃さ い。　
タブッキが魅せる二十の夢は、それぞれの夢がその持ち主の創
作の源泉であり運命を囁く。迷宮からの飛翔を描 たダイダロス
の夢から始まり患者を体験するフロイトの夢で閉じられる『夢のなかの夢』は、ひとつの大きな夢と捉えることができる魅力的な構造を持つ作品である。ダイダロスの夢から始まると述べたが、この小さいなが も壮大な夢の本は表紙からすでに を始めている。表紙で私たちを迎え入れ のは三人の女性である。シャヴァンヌの作品「夢」
（一八八三年）
を部分的に使用したもので、それ
ぞれ愛を表す薔薇、栄光 表す月桂樹、財を表すコインを持っている。彼女たちはどこかに向かっている。どこだろうかとページ繰ると、ダイダロスの が幕 あける。　
ダイダロスの夢は夢の原型である。ミノタウロスを閉じ込める





びと」という章では、タブッキが愛する芸術家た の生涯を簡潔に紹介しており、そこで読者は夢の持ち主の夢の外での姿を提示され、夢のなかの夢から目覚めさせられる。それまで追ってきた夢の持ち主の紹介は夢の一部を成している。史実 ように思えるものも、実際は複数の誰かの記憶と記録の集積であり その厳密な真偽は不明で、各生涯の紹介は私たちの「 なかの夢」から「夢」への着地を助ける仕組みとして作用する。　
表紙の三人の女性が向かっている先にいるのは、一人の旅人であ
る。シャヴァンヌ 「夢」には、ミノタウロスが望んだように夜に月の光に照らされて眠り込んでいる男性が描かれている。しかし本書では彼の姿は隠され、夢をみる人物 描 れない。夢をと意識していると思い込むこと、夢 持ち主が 見る自己を認識することは、自画像を描く自己を描ききること 同様に不可能だからではないだろうか。そもそ の の起源は、オネイロスがいずれかの門をくぐることで生ま いたとされていたのだ ら、夢の帰属は夢にある。辿れば合わせ鏡のように永遠に続く もしない夢のこだまを、本書は時空を縫い合わせて描 出してくれている。　
本書は一九九四年に青土社より刊行され、一九九七年に同社よ
り新装版が出版された『夢のなかの夢』
（和田忠彦訳）
を文庫化
したものである。
（石井沙和）
